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〈這う男〉は這わない
針生 進
「r常軌を逸しているし、いささか乱暴で、不自然でもある』」。これが
r這う男」（1923、rシャーロック・ホームズの事件簿』所収）での、娘ほ
ども年下の令嬢への著名な大学教授の熱い求愛についてのシャーロック・
ホームズの見解です（1）。この評言は、その初老の教授の情熱にばかりか、
それが発端となる事件の展開にも当てはまります。狼男ならぬ猿男が闇の
なかから現れてくるのですから。さらに、探偵が解き明かす事件の真相も
尋常ではありません。現れた猿男は、満月の夜ごとならぬ9日ごとに猿の
生き血をすすっては地を這いまわり、木に登りもしたというのですから（2）。
以下は、それほどにr常軌を逸して」はいない、rいささか乱暴で」ある
としてもr不自然で」はないだろう、もう一つの真相を求める試みです。
（1）　Arthur　Conan　DOyle，“The　Creeping　Mξm，”in　訪θガook　Hdθmθs乃θ
　Oo蝦ρ1θ茜θ5hofご5ぬガθs（London：Jo㎞Murray，1928M247，以下、r這う男」か
　らの引用は同書により、頁数は省略する。特に出典を示さない限り・本文中での引
　用文はすべて同短編からの引用となる。「這う男」以外のホームズ正典の短編からの
　引用も上記により、引用文直後のカッコ内に作品名と頁数を表記する。前後の文脈
　から明らかな場合は作品名は省略する。正典長編からの引用は、The　OxfOrd
　Sherlock　Holmes（Oxford：Oxford　University　Press，1993）の各巻により、カッ
　コ内に作品名と頁数を表記する。引用文の中途あるいは前後を省略した部分は［…］
　で示す。第一次、第二次資料ともに、英語原文からの和訳はすべて私訳による。ホー
　ムズ正典の各題名の日本語表記については『シャーロック・ホームズ全集』（全九巻）
　（小林司・東山あかね訳、河出書房新社、1997－1998）に準拠した。原文の固有名詞
　の片仮名表記については筆者の判断によった。
（2）　「這う男」もその一編に含まれる後期のホームズ正典では「ドイルの最良の作品
　を際立たせていた、奇異なるものを扱う際の洗練された、遊び心あふれる感覚は・
　あからさまな異国趣味と怪奇趣味に堕している。［…］新奇なものを求めるあまり、
　残酷さ、身震いするような恐怖、生理的嫌悪感などを強調するまでになった」
　　（lan　Ousby，Bloo血oαηd　o∫漉auθn’7ゐθDθ占εoがve加Eη91狛わ列oかo盧力℃塑
　σodwカ1ホo　Po如θ（Camb頁dge，Massachusetts：Harv飢d　University　Press，1976），
　170－171）。
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その前に、探偵自身の説明と推理をもとに、事件の経過を要約しておきま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　1
　1903年9月はじめの（後に同月6日とわかる）日曜日も暮れるころ、来
訪を求める電報をうけてベイカー街まで出向いたワトスンがまずホームズ
から聞かされるのは、飼い主と犬との関係論です。「『犬というものは、飼
われている家庭を反映するものだ。怒鳴りたてる飼い主には、歯をむき出
してうなる飼い犬がいるし、危険な人間は危険な犬を飼っている』」。その
持論にかかわるのが目下捜査中の事件で、ケンフォード大学で生理学の講
座をもつプレズベリー教授の愛犬のウルフハウンドが、最近になって二度
も主人に向かって吠えたてたというのです。「そんな取るに足らぬ問題」
を検討するために仕事中のところを緊急の呼び出しをうけたのかと、いさ
さか機嫌をそこねて、そして医師としては当然に、その犬は何か病気にか
かっていると判定を下すワトスンです。ところが主人以外は誰も被害に遭っ
てはいないと言い返されます。「白銀号事件」での名高い事例とは逆に、
ここでは犬が吠えるからこそr奇妙な出来事」（327）になるのです。自説
どおり、飼い主の教授自身も、決して穏やかとはいえない生来の気性が募っ
てきたとホームズはつづけます。さらにはrr隠しごとをしたり、人目を
避けはじめた。周囲の者たちは、教授がいつもの教授ではなくなった、何
か暗い影がかつての品性をおおってしまった印象をうけ』」るようになっ
たともつけ加えます。飼い犬にまで不可解な行動に走らせるその不可解な
言動に悩んで、依頼人は探偵のもとを訪れたのです。教授宅に同居して研
究助手と秘書役を務め、教授の一人娘イーディスとの結婚も間近にした青
年トレヴァ・ベネットがです。当の依頼人がその日曜日を二度目の訪問と
してホームズの部屋に現れ、依頼人、探偵、その友人の三人がそろうと、
ホームズはワトスンに依頼内容の概略をあらためて話しはじめます。
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　妻に先立たれた、六一歳になるプレズベリー教授が、大学の同僚である
モーフィ教授の令嬢アリスーホームズに言わせれば「『容姿も気立ても
非の打ちどころのないお嬢さん』」一と婚約したのは二、三か月前のこ
と。これもホームズの言葉を借りるなら「『大いに男性的、積極的で、闘
争心あふれるとも評されるだろう』」教授の「r若者のような激しい情熱で』」
の求婚がかなったのです。親子ほどの年齢差があるとはいえ、求婚者の財
政状態が大いに満足のいくものであることもあり、父親モーフィ教授には
結婚に異をとなえる理由は特になく、令嬢本人も相手を憎からず思ってい
たのです。むしろ求婚者の身内の方がもろ手をあげて賛成とはいかなくなっ
た一婚約が整ったころから、依頼人の説明によれば「『教授のいつもの
規則正しい生活に何か謎めいた影が急にさして［…］今までになくどこか
不吉で、考えられもしなかった』」言動が目立つようになったからです。
二週間ほども自邸を留守にしていたかと思うと、疲れきった様子で戻って
くる。それでも旅先と用向きについては口を閉ざしている。公私とも自分
宛のすべての郵便物の管理をベネットに任せていたけれど、ロンドンから
届く、切手の下にXと印された封書だけは直接自分に渡すように厳命する。
ただ、その謎の封書が届くには、九日ごとという一定の周期があり、ベネッ
トの学生時代の友人からプレズベリィ教授を当地で見たとの手紙が届いた
ことから、教授の旅行先はプラハと知れる一と、ここまでの成り行きを、
すでに依頼人から聞いている探偵が自らワトスンに語り聞かせています。
その後を依頼人本人が引き継いで、一昨日の深夜の目撃談を言い添えます。
眠れないまま床についていた彼は、不審な物音に気づいて部屋を出ます。
窓から月明かりがさす廊下を見渡すと、突き当たりにある教授の部屋の方
から
r［…］何かが廊下づたいにやって来るのが見えました。黒い人影が
身を屈めてやってくるのです。突然月の光がその姿を照らしだしまし
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た。すると先生だとわかったのです。先生は這っていました。ホーム
ズさん一這って歩いていたんです！両手、両膝をつけた四つんばい
ではなく、むしろ両手を床につけるように下ろし、両腕の間に頭を垂
らしていたというべきですが。そんな姿勢だというのに、何とも軽い
身のこなしでした［…］」
呆然としながらも、近づいてきた教授に声をかけるベネット。すると教授
は急に姿勢を正し、何やち口汚くののしる言葉を吐き、階段へ向かって走
りさったというのです（3）。婚約者を追って、プレズベリィ嬢も探偵のもと
を訪れます。父親にまつわる自らの恐怖体験を告げるためにです。昨夜
（教授を襲って以来、厩舎につながれたままだった）ロイが激しく吠える
声で目が覚めると、三階の寝室の窓に父親の姿が現れ、窓を開けようとし
たというのです。壁にからまるツタ類、窓際に伸びる送水管などが手がか
りや足場にもなろうけれど、館の三階部分まで昇っていくのは、後に現場
を検分したホームズが言うようにrrふつうの人間には危険な離れ業にな
るだろう』」。その日は昼間から父親の挙動は尋常ではなかった、と令嬢は
付け加えます。「『確かに、ときどき［父は］自分がしていることを何も覚
えていない日がありました。まるで不思議な夢を見ているかのようなので
す。昨日もそんな様子でした。同じ家にいながら、父が父ではなくなって
しまうのです』」。
　とにかく一度、教授本人に会わなければなりません。ある特定の日に限っ
て、彼にはその時の記憶がなくなると聞いていたホームズは、その日に面
会の約束があったという口実で、翌日、ワトスンとともにケンフォードの
教授邸を訪問する手はずをととのえます。邸では、しかし、二人は手荒い
（3）　両腕を前に下ろした前屈姿勢のままで階段を下りていく教授、それを階上から見
　送る助手を描いたハワード・エルコックによるrストランド・マガジン」誌、第63
　巻（1923年3月号）掲載の「這う男」のための五点の挿画のうちの一つは、物語の
　状況と一致しなくなる。
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歓迎をうけます。敵意むき出しの主人の怒りにさらされ、脅迫をうけ、怒
声に追いたてられ、すぐにも退散するしかなくなります。短かく終わった
会見でも、教授の言動の異様さと怒りの発作の激しさを見届けるには十分
で、ホームズは次のように診断します。「『われらが学識豊かな友人の精神
状態は乱調気味だ』」。帰りがけにベネットから、教授宛の例の謎めいた郵
便物の差し出人の名とその居所が判明したと知らされます（「『信頼されて
いる秘書にあっては恥ずべき所業ですが』」と弁解して言うには、教授が
書いた返信の宛名が吸取紙に押されて残ったのをひそかに書き写したとい
うのです）。「その周囲に細い糸を隅々にまで張りめぐらして、五百万人も
の［大都市の］中心にいる」（rボール箱」、924）ホームズに、送り主のド
ラークというスラブ系の名をもつ人物はロンドンはイーストエンドで手広
く雑貨商を営んでいるとの情報がすぐにも入ります（ケンフォードからの
帰途、郵便局から自分の手の者へ打った電報の返信がその夜にもベイカー
街に届いたのです）。これらの手がかりからホームズは推理を組み立てま
す。
「では当座の仮説をたててみよう。九日ごとに教授は、一過性の、し
かし非常に毒性の強い劇薬を常用しているとしたらどうだろう。その
ために彼の生来の激しい気性がさらに激しさを増したのだ。プラハ滞
在中にこの薬品を摂取するようになって、今はロンドンのボヘミア人
仲介業者から調達しているのだ。こう考えるとすべてつじつまが合う
ではないか、ワトスン」
そして教授が奇行に走る九日ごとという間隔から計算すれば一それに
「『私も忙しい身であり、ワトスン先生も患者を放っておくわけにもいかな
いので』」一しばらくは事態は静観できるとして、探偵はいったんは引
き下がります。
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　次週の火曜日（9月15日）、再びケンフォードを訪れた探偵とその友人に、
例のX印がついた封書と小包がまたも届いたとの報告がベネットからもた
らされます。「『もし九日間という周期に誤りがなかったのなら、今夜、教
授は最悪の状況を迎えるだろう』」と判断して、探偵は友人とともに教授邸
を見張る寝ずの番につきます。真夜中近くになって玄関前に現れた教授は、
ベネットやイーディスの証言を裏づける行動を見せることになります。
ツタのからまる壁の下にうずくまる教授の姿がはっきりと見えた。見
守るうちに、急に信じがたいほど敏捷な身のこなしで、教授は壁をよ
じ登りはじめた。ツタの枝から枝へと跳び移り、手もと足もとも危な
げなく登っていく様子は、何か目標を目がけてというわけではなく、
ただそうやって己が力を試しては喜んでいるようだった。［…］まも
なくその遊びにも飽き、枝づたいに降りてきて、また地上にうずくまっ
たと思うと、次には厩舎の方へと、手足を使って這うあの奇妙な格好
で向かっていった。今ではウルフハウンドは外に出て怒り狂って吠え
たてていたが、主人の姿を目の前にすると、なおいっそうたけり狂う
のだった。［…］こんな奇怪な光景は今まで見たことがない。すでに
己を失っているとはいえ、威厳もまだ残す人物が、蛙のように地面に
這いつくばいながら、後脚で立ちあがって狂ったように吠えたてる猟
犬の怒りをさらにかき立てようと、巧みにも計算されたあの手この手
の残酷さを発揮しているのだ。
と、一瞬のうちに形勢は逆転します。鎖につながれていた首輪をふりはらっ
たかと思うと、ロイが教授、というよりも教授の姿をした一頭の猿に飛び
かかっていくのです。その喉元にくらいついて離そうとしない猟犬を駆け
っけたベネットがようやく引き離します。意識を失った教授は邸内の寝室
に運びこまれ、ワトスン、そして医師の資格をもつベネットとが応急処置
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をほどこします。激しかった出血もどうにか止み、一命はとりとめます。
それでも
　r一流の外科医に診てもらわなければ」と私は言った。
　rいえ、それだけはできません」とベネットは声を張り上げた。
r［…］大学での先生のお立場、欧州にもおよぶ名声、お嬢さんのお気
持ちなどをご考慮ください」
　「その通りだ」とホームズが言った。「ここだけの内密の話にとど
めておくことは十分できるだろう［…］」
教授が常に身につけていた鍵で、彼がプラハからもち帰った小箱が開けら
れます。薬瓶や皮下注射器、例のX印がつけられ「A．ドラーク」と署名
のある書状などとともに、オーストリア・ハンガリー帝国の切手にプラハ
の消印が押された、ロウェンスタインなる人物からの封書も見つかります。
プラハのロウェンスタイン。その差出人の名はワトスンに、かつて目にし
た短い新聞記事を思い出させます。「何やら訳のわからない方法で、若返
りの妙薬、不老不死の秘法を探し求める怪しげな科学者」が、その薬液の
成分の公表を拒否したために医薬界から追放されたという記事をです。プ
ラハからの私信には、プレズベリィ教授の要望に応じて、ラングールと呼
ばれる種類の猿の血清を送る旨が記されています。その種類の猿について
すぐにも調べたベネットが専門書を読みあげるところによれば　　　「『ヒ
マラヤ山麓に生息する背の高い、顔面の黒い、樹上生活する猿類のなかで
は最大種で、その種のなかでは人問にも最も近い』」。ホームズの推測どお
り、その猿の血液からの抽出物をひそかにロウェンスタインに届けさせて、
九日ごとに服用していたための教授の奇行だったとベネットは納得します。
「［…］ホームズさん、おかげさまで、悪人の正体がつきとめられま
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した」
　「本当の原因は」とホームズは言った。「もちろん、あの年がいも
ない恋愛沙汰にあるのです。激しくも性急なわれらが教授は、青年へ
と若返り、己が欲求をかなえようとしたのです。自然の摂理をこえよ
うなどすれば、逆にそれにひれ伏すことになる。定められた正道を踏
みはずせば、どんなに優れた人物であれ、獣に戻ってしまうのです」
　　　　　　　　　　　　　　　■
　このようなホームズの謎解きで、医師免許ももつ科学者であるベネット
は本当に納得したのか。地位も学識もある紳士でさえ獣性を隠しもつとい
う主張が納得しがたいのではありません。プレズベリィ教授が獣のような
行動をとったのはその獣の血を摂取したためとする推理が、シャーロック・
ホームズの下すそれとしては受け入れがたいのです。初老の大学教授が若
い娘への恋情を成就させようと、回春効果があるとされる猿の血清を自ら
皮下注射する。そのために猿のように這いまわり、木に登りもする一こ
れでは、科学上の根拠などない俗信の類が描く情景と変わらなくなります。
猿の血液から抽出された（という）液体を服用したからといって「猿のよ
うに行動したり、猿の体臭を発するなどありえないとするのが識者の見
解」（4）であり、ホームズこそ、その識者の一人であるはずです。rr犯罪捜
査とは厳正な方式に従った行動であり、またそうあるべきであり、科学と
同様に冷静にして、感情を排すべきなのだ』」（『四つのサイン』、5）。こ
れこそ彼の信条だったはずです。rr私にいわせれば、ホームズにはいささ
か科学至上主義過ぎるところがある一冷血漢ともいえるふしがある』」
（r緋色の習作』、8）として敬遠した知人もいるほどです。俗信といえど
（4）　Arthur　Conan　DOy王e，7ゐθCasθ800k　of511θガoo左施左ηθS　Editeαwith　an
　Introduction　and　Notes　by　W．W．Robson（Oxford：The　Oxford　SherlOck
　Holmes，1993），249．
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無視できないとrr若さを保つために青年の血をすする老人』」が実在する
例をあげるワトスンに「『そんなことは真面目にとりあげるべき対象だろ
うか』」（「サセックスの吸血鬼」、1179）と反論していたホームズです。そ
のホームズが今回の事件に限って、若さを取り戻そうとした老人が、猿の
血からの抽出物をわが身に注入したのが事の起こりだと断定するのです。
そのために、獣の匂いを発する主人を別人と判断した飼い犬に吠えたてら
れたとも結論づけます。事件の当初から、科学主義への信仰など棄てたか
のように探偵は振る舞っています。教授の尋常ではない歩き方は腰痛症の
ためと診断する友人に、皮肉一杯にからかいの言葉を浴びせかけています。
「『いいぞ、ワトスン！現実に立脚する大切さをいつでも君は思い出させて
くれるよ』」。ここでホームズは、r現実に立脚」して疑わない友人の穏健
な良識を冷笑しているだけではありません。かつて自ら誇り高くも宣言し
た職業規範一　rrわれらが探偵代理業は、しっかりと現実に立脚してい
るのであり、これからもそうでなくてはならない』」（「サセックスの吸血
鬼」、同）一さえ裏切って迷わないのです（5）。そうまでして今回の依頼
内容の特異さを言い立てる　　「『確かにこの事件は好奇心をそそり、暗
示に満ちている』」一のは、何か期するところがあっての一種の演技と
まで思えてきます。そして事実そうだったのです（科学主義とは相容れな
い怪奇趣味もあわせ持つホームズであれば、ここで「演技」とは自分を偽
る行動ではないのですが）。
　今回、事件の奇妙な様相を強調するのはワトスンではなく探偵自身で
す（6）。例えばrr奇妙だ、ワトスンー実に奇妙だ』」、あるいはrr異常だ、
何とも異常だ』」。『バスカヴィル家の犬』や「サセックスの吸血鬼」のよ
うな怪異談として幕を開けた事件さえ、ホームズが乗り出せば、超自然の
（5）　「サセックスの吸血鬼」は1924年12月、「這う男」は1923年3月の発表である。し
　かし事件発生年は逆に前者が1896年、後者が1903年となる。注（9）を参照のこと。
（6）　「這う男」と同様に、ホームズ自身が事件の奇怪さを強調し、かつ自分からワト
　スンに事件記録の公表を求めた一例には「悪魔の足」がある。
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入りこむ余地なく解明されています。ホームズ自ら「私が手がけたなかで
も奇怪この上ない事件」（1041）と回想する「悪魔の足」でも、毒性の強
い薬草と男女の愛憎のもつれから被害者たちは死にいたったとの解決をみ
ます。「這う男」に限って、奇異な事件から導き出されるのも奇異な真相
なのです。たとえ一見rグロテスク」という形容がふさわしい事件に出会っ
たとしても「『その言葉を使うには警戒するようにしている』」（「ウィステ
リア荘」、891）と自らに言い聞かせていたホームズ。その当人が今度の事
件から引き出すのはまさにグロテスクな結論なのです。その結論を、しか
しワトスンも受入れるしかなくなります。飼い犬が主人を襲ったとはいっ
ても、9月6日の時点ではベネットの報告があるだけです。邸内を這うよ
うに歩くプレズベリィ教授を目撃しているのもベネットしかいません。三
階の寝室の窓まで壁づたいに登ってきた教授を目にするのもイーディスー
人だけです。二人が見たのは幻覚一といわないまでも、誇張のすぎた証
言ではないか。幻覚でも誇張でもなかったとワトスンは認めなければなら
なくなります。後日、飼い犬に吠えたてられる、猿のように木々の枝から
枝へ飛び移る、かと思えば猿のように腰を屈めて走りもする教授の姿を確
かに目のあたりにするのですから。教授が隠しもっていた秘密の小箱から
出てきた品々も、ホームズの推理の正しさを裏づける証拠物件に他ならな
いと納得することになります。ただ、そうせざるをえないようにワトスン
は仕向けられていたのです。それも他ならない友人ホームズによってです。
　事件の奇異な発端とその後の展開の大筋は、探偵自らが仕掛けていたの
です。「『実生活の劇作家』」（『恐怖の谷』、72）と自他ともに認めるホーム
ズが友人ワトスンを観客に想定して書き下ろしたシナリオにそって実行さ
れていたのです（7〉。真夜中に自邸の敷地内を教授が一匹の猿となって走り
（7）　r観客」ではなくrある奇怪なドラマの演者」（r黄色い顔」、333）になったこと
　ならあるとワトスンは回想している。「『これから君にある注目すべきドラマに加わっ
　てもらおう』」（rアビ農園」、854）とホームズに求められたこともある。
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回る場面こそ、そのシナリオのなかの最大の見せ場として用意されていた
のです。プレズベリィ邸を見張りながらホームズが次のようにワトスンに
かけたささやき声も、やがて来るその情景の劇的効果を高めるための効果
音だったのです。
　「［…］彼に現れた［薬の］徴候は何とも異常なものだよ。彼の指
の関節に気づいたかい？」
　そこまで注意してはいなかったと言うしかなかった。
　r私の経験でも、今まで一度も見たことがないほど分厚くなり、節
くれ立っていたよ。いつも、まず何よりも手を見ようとしたまえ、ワ
トスン。［…］進化という様態でしか説明できない、とても奇妙な関
節で、その進化とは一」とホームズは途中で話をやめると、急に片
手で額をたたいた。「ああ、ワトスン、ワトスン、何て私は愚かだっ
たんだ。信じがたいと思われるが、それが真相にちがいない。すべて
の点が一つの方向を指し示している。［…］あの関節だ一何であの
関節を見過ごしていたのか［…］」
教授の手指を変形させた原因に思い当たるのに遅れた不明をホームズが悔
いるなら、彼に指摘されるまで変形そのものを見落としていたワトスンは、
自分の注意力、観察力の足りなさをどう恥じ入ればいいのか。しかし恥じ
る必要などなかったのです。rr見えていないわけではなかった、ただ気づ
かなかっただけだよ、ワトスン』」（「花婿失踪事件」、66）などと非難され
る所以はなかったのです。ホームズがワトスンに気づかせたかったような
奇形など実際には起こっていなかったのです（この後、番犬に襲われ重傷
を負った教授の容体を診て、その手首にふれ、脈をとりもしたはずのワト
スンは手の変形には一言もふれてはいません）。関節の腫れは確かに血清
病（異種体の血清摂取によるアレルギー反応）の症状の一つです。だとし
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ても同病患者に起こる発熱、嘔吐感、皮膚の紅斑、リンパ節の腫大などの
他の症状は見られず（8）、それどころか、ベネットによれば、教授はrr私
が見知っているこの何年間で、今ほど壮健だったことはない』」のです。
その手の異常をワトスンに指摘するのであれば、九日前に教授が両手を振
り上げて自分たちを威嚇したときにホームズはそうすべきだった。そうし
なかったのは、そうできなかったからです。さすがにホームズも、昼間、
自分たちの目の前に差し出された教授の手の外見について誇張した、ある
いは偽りの観察報告を友人にはできなかったのです。真夜中の見張りだっ
たからこそ、庭の闇の暗さを利用できたのです（月明かりがさしこむイー
ディスの寝室の窓辺に男が現れた9月5日の夜が満月に近かったとすれば、
十日後の月齢は、ワトスンが記しているように「半月」か、もう少し欠け
ていたはずです。半月とはいいながら、その光量は満月時の半分どころか
四半分にも満たないといいます）。教授の手は確かに多少は骨ばっていた
かもしれません。けれどそれは彼が服用していた猿の血清がもたらした副
作用などではなく、以前からの形質上の特徴だったのです（そうでなくて
も、関節が節くれ立ってきて不自然ではない年齢の教授です）。その特徴
を探偵は利用／誇張して、ロウェンスタインの秘薬が、ジェキル博士が合
成し、わが身を実験材料にして飲みほしたそれに似て、人間の手を猿の手
のように変えたと思わせたのです（「扇情文学についての知識は広範であ
る」（『緋色の習作』、16）とワトスンが判定するホームズはもちろん、ワ
トスン自身も、ロンドン在住の大学教授の「奇怪な症例」についてのスティー
ヴンスンの怪奇諜を読み知っていたのです）。ホームズ説くところの犬と
主人との相関関係説へのワトスンの寸評を借りるなら、探偵が仕掛けたの
はr『いささか、こじつけがすぎる』」工作です。それでも、誰でもない自
分からの指摘であれば、猿の血清がもたらす劇的な（あるいは劇的にすぎ
（8）　“Se㎜Sic㎞esボ7加漉w動oydρρθθ曲伽’伽ηZoa15th　eα（1984）を参
　照した。
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る）効果をワトスンも疑うはずはないと承知していたからです。たとえ疑
われたとしても、その余裕も与えないようにして〈這う男〉に出番の合図
を送るホームズなのです。「『［…］ほら見ろ、ワトスン！彼の登場だ！こ
の目でようやく見ることができるぞ1』」。
　そうとは知らないまま、ワトスンが観客席に座らせられていたのなら、
プレズベリィ教授こそ主役として、しかしワトスン同様そうと気づかない
まま、ホームズ演出の舞台に立たされていたのです。その最終幕がプレズ
ベリィ邸の前庭で開き、猿となったその身をさらして邸の主人が登場した
のです。そうまでして友人と教授を欺き、操った目的は何か。どのように
して二人は欺かれ、操られていたのか。これらの答えとして、「這う男」
全体にかかわる一つの仮説を以下にたててみます。依頼人とワトスンの二
人がベイカー街で顔を合わせた9月6日以前（物語がはじまる以前）まで
時間をさかのぼり、そこから事件の経過をたどり直していきます。
　　　　　　　　　　　　　　　皿
　シャーロック・ホームズがケンフォードの著名な生理学者の老いらくの
恋についてはじめて耳にしたのは、依頼人である彼の助手からではなかっ
た。プレズベリィ教授の同僚であり、婚約者アリスの父、モーフィ教授か
らだったのです。同教授と探偵とは、後者が「ボール箱」での情痴殺人事
件（事件発生は1889年）が起こる前年（9）、『人類学会報』に人間の耳に関
する小論文を発表する以前からの知己、というよりも、いわば師弟の問柄
だったからです。切り落とされ、粗塩をつめたボール紙の箱に入れられて、
スーザン・クッシングのもとに（誤って）届けられた二つの人間の耳をホー
ムズが「専門家の目で調べ、解剖学的な特徴を入念に控えて」（937）おけ
（9）　各事件の発生年の特定は次による。mθAηηo飽‘15heガook恥1mθs（2vols），
　Edited，with　an　Introduction，NOtes，and　Bibliography　by　William　S。Bari㎎一
　Gould（New　York：Clarkson　N．Potter，1967）。
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たのも、比較解剖学の権威モーフィ教授の助言と指導をうけていたからだっ
たのです。「自尊心が強く、人に教えを乞うのを嫌う気質」（「サセックス
の吸血鬼」、1180）のホームズも（彼と知り合って間もないころのワトス
ンの評価によれば）「正確だが、系統だってはいない」（『緋色の習作』、
16）自分の解剖学の知識を補足するのに仰いだ教授には特別の敬意を抱い
ていたのです（10）。
　専門分野、年齢とも近いことから、プレズベリィとモーフィの両教授は
以前から親交があり、家族同士の行き来もあった。だからこそ前者は後者
の娘の美しい成長ぶりを見知ることになったのです。教授の一人娘イーディ
スは年頃も同じモーフィ嬢の幼なじみであり、親友だった。だからこそ、
本来なら他言は避けるべき、結婚を前にしての婚約者の不可解な言動につ
いても相手側に届き、モーフィ教授に愛嬢の結婚を再考させることにもなっ
たのです。一度は求婚を受け入れたアリスも、婚約者に不安を抱くように
なります（11）。奇行の原因がわかれば今後の対処の仕方も決まり、最悪の場
合、モーフィ家側から破談を申し出ることも覚悟しなければならないだろ
う。とはいえ、表立って当人に問いただすわけにはいかない、自らひそか
に調べる手立てもない。そこで内々にホームズに助言を請うのが最善とモー
フィ教授が考えたのは当然の成り行きだったのです。今回の事件の事実上
の依頼人である同教授は、一連の事情により詳しいトレヴァ・ベネットを
探偵のもとへと向かわせたのです。
　ベネットがはじめてベイカー街221Bを訪れたとき（ホームズがワトスン
には告げてはいないその日がいつだったかについては後ほど）、当時ワトス
（10）後にすぐにも作成者自身によって破棄されているように、そして正典全編にわたっ
　てホームズ自ら証明しているように、『緋色の習作』でワトスンが編むホームズの能
　力査定一覧表は信頼するに値しない。ただしプラス評価に限っては、自分の判定も
　的外れではなかったことを後にワトスンも認めることになる。
（11）英国グラナダTV製作のシャーロック・ホームズ連作の一挿話としての「這う男」
　（1991、脚本ロビン・チャップマン、演出ティム・サリヴァン）は、原作では一度も
　姿を見せないアリス・モーフィを登場させている。原作にはない、彼女が婚約破棄
　の決意をイーディスに打ち明けるという場面も加えている。
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ンと同居していなかったのは探偵には都合のよいことだった（12）。モーフィ
教授からすでに事のあらましを聞いていたホームズは、相談内容の微妙さ
を考慮して、依頼人との最初の面談の際には友人の同席をあえて求めなかっ
たのです。そうまで配慮したのなら、なぜホームズはそのまま一人だけで
調査をつづけなかったのか。依頼人が二度目に訪れたときには、いつもの
ようにワトスンを呼び寄せ、事件に関わらせ、記録をとらせたのはなぜな
のか。記録はとらせたにしても、公表まではさし控えるべきだったのでは
ないか。二十年もの年月が経過してからとはいえ、高名であった教授の名
誉を汚すのが必至だろう事件の詳細を公表させたのはなぜか。チャリング・
クロスの某銀行には、ワトスンの名が蓋に明記されたブリキ製の文箱が預
けられているといいます。「わが友人の冒険の多くの記録を収めている」そ
のなかかから、なぜ今回の事件が特に採りあげられたのか。ワトスンがま
だ語り明かしていない事件のなかにも、一般読者の興味をそそる事例一
例えば「スマトラの大ネズミと関係する」（「サセックスの吸血鬼」、1178）
マティルダ・ブルックス号事件、あるいは、同じく船上での事件をあげれ
ば、「われわれ二人とも間一髪のところで命を落としかけた、オランダ汽船
フリースランド号での衝撃的な出来事」（「ノーウッドの建築士」、584）一
一も少なくないはずなのに、なぜ厄介にも「今日でさえ、その事件を公表
するにあたり、何らかの慎重さと配慮を守らなければならない」ケンフォー
ド大学の教授にまつわる事件が選ばれたのか。他の事件の記録では、ケン
ブリッジも、オックスフォードも地名として明らかにされているのに（13）、
（12）　r這う男」とともに『シャーロック・ホームズの事件簿』に収められている「マ
　ザリンの宝石」r高名な依頼人」r三破風館」r覆面の下宿人」の諸編では、事件が起
　こるたびにワトスンは探偵のもとを訪れている。まず第一の理由として、やはり
　『事件簿』所収の「白面の兵士」の冒頭でふれられているワトスンの再婚という事情
　がある。
（13）地名としてオックスフォードは「スリー・クォーターの失踪」「グロリア・スコッ
　ト号」「マスグレーヴ家の儀式」「三人の学生」などで明記され、ケンブリッジは
　「金縁の鼻めがね」「海軍条約文書事件」、そして再び、大学対抗のラグビー戦争を題
　材とする「スリー・クォーターの失踪」で言及されている。
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今回に限って、その舞台をケンフォードなどという架空の大学都市にして
まで活字化されたのはなぜか。
　一つには、醜聞にかかわる事件を扱うホームズ正典そのものがもつ、物
語としての二律背反を「這う男」も免れないからです。秘密厳守である依
頼内容の詳細を一般読者に差し出すという自家撞着をです。例えば「ボヘ
ミアの醜聞」での一件を記録者ワトスンのペンを通して（それも捜査依頼
から四年しか経ていない一事件発生は1887年、作品の発表は1891年一
うちに）発表すれば、依頼人の信頼を裏切ってボヘミア国王にまつわる極
秘事項を暴露することになります。しかし、内密に依頼された捜査を内密
に進める「諮問探偵」（14）としての守秘義務を放棄してくれなかったなら、
「ボヘミアの醜聞」という短編そのものが存在しなくなり、ホームズが
「名誉ある称号」で呼ぶ「今は亡きアイリーン・アドラー」（29、3）の名さ
え誰にも知られなかったのです（秘密保持のために、記録者ワトスンは固
有名詞のほとんどすべてを偽名に変えたとも考えられます。だとしても、
勝手に名を使われたボヘミア皇室側には迷惑至極な話になるだけです）。
「這う男」でも、猟犬に襲われたプレズベリィ教授の容態を案じ、専門医
の診断をあおぐべきとの医師ワトスンの助言に逆らってまで、外部の第三
者には介入させまいと自ら取り計った事件を公表するようホームズは友人
に求めています。二十年という十分な時間が経たということで、さらには、
事件にまつわるあらぬ噂を払拭するためにという理由をあげてです。苦し
まぎれのところのある理由づけです。封印が解かれたのは、噂を打ち消す
どころか、新たな憶測を招きかねない内容だからです。探偵としての職業
倫理からすれば二十年どころか、墓のなかまで持っていくべき（後にふれ
るような）秘密にふれる一歩手前の内容だからです。二十年を待ってなぜ
（14）　自分の職名を「諮問探偵」（耳慣れない用語だが、他により適切な訳語がみつから
　ないために、河出書房新社版全集にならってこの表現を使う）とホームズが呼ぶの
　は『緋色の習作』がはじめてであり、『四つのサイン』では、世界でも「『ただ一人
　の私立諮問探偵』」（4）の業務内容についての詳しい説明がある。
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公表されたのか。教授本人が死亡したためか、その他の関係者が亡くなっ
たためにか、そのあたりの理由も最後まで明かされてはいません。
　秘すべき事件内容が明かされたのには、r這う男」に限った理由もあり
ます。公表するということ自体が今回の事件の本質にからんでくるのです。
くり返せば、プレズベリィ邸での出来事を発表するように請うたのはワト
スンではなく、事件を「ここだけの内密の話にして」おけるし、またそう
すべきと主張していたはずのホームズ本人です。「シャーロック・ホーム
ズ氏は、プレズベリィ教授にかかわる奇異なる事実のいくつかを私が発表
すべきだという意見だった［…］」（この一文から物語ははじまります）。
しかし発表すべき「奇異なる事実」とは、その「私」ワトスンが自ら立ち
会い目撃した、でなければホームズから知らされた限りの事実であって、
探偵だけが知りえた（友人には告げられなかった）真相ではなかったので
す。大陸にまで令名高い生理学教授の裏の顔一何やら怪しげな性機能回
復の特効薬をひそかに服用する初老の男一が明かるみに出されたのであ
り、彼を自邸の壁に這わせたもう一つの動機は、それをつきとめたホーム
ズ本人によって隠しとおされたのです。奇異というには、あまりに人倫に
反する事実があったからです。と同時に、あまりに人倫に反していたから
こそ、何らかの形で告発し、断罪しなければという衝動もボームズには抑
えがたかったのです。rr我こそ法なり、とまではいわないが、微力のおよ
ぶ限りは、私は正義の代理人を務める所存だ』」（r三破風館」、1175）とい
う自負に抵抗できなかったのです。探偵ホームズが探り当てたのは闇に葬
りさるべき事実だった。だとしても、どのような闇に、どのように葬るか
は、公権力の下僕ではない自分には選択権があると判断したのです。そこ
で、隠蔽工作と暴露工作という相容れない二つの目的を同時にはたす計画
がたてられ、実行されたのです。何を読者から隠そうとしたのか、その一
方で何に読者の目を向けさせようとしたのか一これらについては後に改
めてふれることにして、依頼人ベネットがはじめてホームズのもとを訪れ
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た時点まで戻り、その後の経過にそって仮説を進めていきます。
　　　　　　　　　　　　　　IV
　ベネットから詳しく事情を聞いて、ホームズは調査を引き受けることに
なります。他でもない恩師モーフィ教授を通じての依頼だからであり、聞
かされた出来事の不可解さに生来の好奇心が刺激されもしたからです。さ
らには、渦中の人物プレズベリィ教授に関心というより反感を覚えたから
です。疑惑以上に危険を感じとったからです。依頼人から聞く教授像は、
「まだらの紐」での謀殺犯、ジュリアとヘレンの双子のストーナー姉妹の
義父、ストーク・モラーンの領主グライムズベリィ・ロイロット医師を探
偵に思い起こさせたのです。実際、その大柄の凶悪犯のr病的ともいえる
狂暴な気性」（177）が、外見も彼とは従兄弟のように似た大柄の初老の教
授にも受け継がれているのを、本人に実際に会った探偵は認めることにな
ります。「彼は恰幅のよさ、造作の大きな顔立ちが目立つ人物であり、厳
めしい表情をうかべ、長身をフロックコートで包んだ身のこなしには、大
学教授然とした威厳があった」。このような人物が、一転して狂気じみた
怒りの発作を抑えきれなくなり、自宅に現れた探偵を暴言と威力で脅迫し
はじめるのです（余計な介入をする探偵に怒ったロイロット医師がベイカー
街にまで訪れ、ホームズを脅迫する場面に比べられます）。「『くり返して
お詫びするしかありません爪いらぬ邪魔立てをして申しわけありません』」
と謝罪し、辞去しようとするホームズに向かって、
　「それだけではすまんぞ、ホームズ君」と老人は甲高い声をあげ、何
とも悪意に満ちた表情をうかべた。声を荒らげながら、われわれとドア
との間に立ちはだかり、怒り狂って両手をこちらに向かって振り上げた。
rそう簡単に帰れるとは思うな」顔を引きつらせ、歯をむき出し、怒り
にわれを忘れて、何やら訳のわからないことを口走るのだった。
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このような人物の名誉を守ることは、依頼された調査の最終目的にはなり
えなかったのです。教授とその周辺を探索することは、当人を保護すると
いうよりも、その傲慢さと狂暴さが周囲にもたらすだろう危険を事前に回
避するにつながると探偵は判断したのです。今回の事件を発表するにあたっ
て、二十年もの時間が経過してもなお「慎重さと配慮が守られなければな
らない」のは、教授自身の名誉を汚さないためにではなかった。彼の親族
たちに累が及ないようにするためにだったのです。そのことにこそ意を用
いて、ホームズは内密の計画を立てたのです。
　その日から物語がはじまった9月6日、依頼人本人が同席しているとい
うのに、なぜホームズは自分の口から依頼内容をワトスンに話しはじめた
のか。「『事件を正しい順序で把握しているかどうか聞いてもらうために』」
というのがホームズの弁明です（15）。それは聞き手ワトスンヘの口実にすぎ
なかったのです。当人の了解を得て、依頼人が最初に話した内容に探偵は
いくつかの変更と追加を加え、強調と削除も施していたのです。一連の出
来事の日付を操作し、事実ではない創作さえ添えていたのです。自ら改変
した内容であれば、改変した本人自ら説明する必要があったのです。一方、
例えば飼い犬の奇妙な行動など、その話に説得力をもたせるために当の目
撃者＝依頼人に語らせている事柄もあります。それに従えば、7月2日：
小箱のことで教授はベネットを叱責する。書斎から出た教授を愛犬のウル
フハウンドのロイが襲いかかる。7月11日：再びロイが教授を襲う。7月
20日：再度教授を襲ったため、ロイは馬小屋につながれる一となります。
これらの日付と出来事からして事実ではなかった。今回の計画の導入部と
してホームズが創作していたのです。そのように手のこんだ工作を仕掛け
たのも（それ以外の目的については後に譲るとして）9月6日の時点に限
れば、聞き手ワトスンを事件の特異さ一教授の奇行、その周期性と進行
（15）　これはrr事件を整理するには、第三者に話して聞かせてみるのが一番だ』」（r白
　銀号事件」、307）とのかつての自分自身の発言のくり返しである。
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性一に注目させるためだったのです。しかし当のワトスンには、飼い犬
と飼い主との相似る関係をもち出したときから「『こじつけがすぎる』」と
痛いところをつかれてしまいます（その「私の発言を［ホームズは］まっ
たく無視し」たと一言ワトスンは加えています）。それではと、プレズベ
リィ教授のかつては忠実だった番犬の実例を出しても「そんな取るにたら
ない問題のために忙しいところを呼び出されたのか」と一蹴される始末で
す。さすがにホームズもいささか機嫌をそこねて、「『相変わらずだね、ワ
トスン！［…］ごく些細な事こそ、ごく重大な問題を左右するのだという
ことが君にはわかっていない』」と嘆いてみせます。
　とはいえ、今回の事件全体から見れば、ホームズの機嫌のよさが目につ
きます。事件が奇怪なだけに、どこか気楽で、楽し気な探偵の言動がそれ
だけ際立ちます。ケンフォードに旅立つときにも、本来の用向きよりも、
宿泊予定の宿で提供されるポートワインと清潔な夜具を楽しむのが目的で
あるかのようです（事件が落着して帰途につくときも、その宿での最後の
一杯のお茶にこだわっています）。プレズベリィ教授に面と向かって脅迫
され、威嚇されても微笑を絶やしません。「まだらの紐」でロイロットに
対してそうしたように、それは脅迫相手の暴言、暴力などには屈しないと
いう態度表明ではあります。ただそれ以上に「ホームズは今回の一件をお
おいに面白がっているよう」にワトスンには映るのです。実際に「這う男」
でのホームズは楽しんでいたのです。他人がたてた秘密の犯罪計画を観察
と推理によって暴いていくいつもの楽しみをではなく、自らたてた秘密の
計画を着実に実行していくという、いつにない楽しみを味わっていたので
す（そうすることを自らに許したのも、今回が「探偵稼業から引退する直
前にホームズが手がけた事件の一つ」という理由もあったからかもしれま
せん）。
　内密の計画であるのなら、誰にも明かさず内密に実行していくべきだっ
た。しかし、どうしても最低一人の協力者が欠かせなかった。当人にはそ
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うと知らせないまま友人をその計画に引き入れたホームズは、依頼人には
自分の計画を打ち明け、力を貸してくれるように逆に依頼したのです。ワ
トスンが文章に起こしてくれなければ物語が完成しなかったように、ベネッ
トから協力の確約を得てはじめて計画は遂行可能となったのです（教授か
らの信頼も厚い助手である依頼人が、教授を欺くような秘策にあえて加わっ
た理由については後ほど）。ベネットがはじめて探偵のもとを捜査依頼に
訪れたのは、二度目の訪問の9月6日よりもかなり前だったのです。おそ
らく（ロイがはじめて教授に吠えたとされる）7月2日前後と思われます。
ワトスンも同席した9月6日の二度目の会見までの二か月あまりの間に一
連の予備捜査が行われ、それをもとにした計画が立案されてもいたのです。
さらには、ベネットの助力を得て、計画のかなりの部分もすでに実行に移
されていたのです。後に彼からワトスンに報告しているほど遅くではなく、
探偵はすぐにもX印のある郵便物の発送元を確認するように教授の助手に
指示を出していた（教授が使った吸取り紙に写り残った返信相手の宛名を
書き留める方法も教えていた）のです。その結果、イーストエンドのドラー
クなる者とその商売の内実についての情報は、これも後に報告されるより
もっと早い時点で得られていたのです（このドラークの調査を求めてケン
フォードからホームズが打った電報の返信がその夜のうちにベイカー街に
届けられたのは、捜査が現在進行中であるとワトスンに思わせる軽い、し
かしかなり手数をかけた見せかけ芝居だったのです）。であれば次に、そ
のドラーク経由で大陸から謎の郵便物を発送する送り主を特定するのに多
くの時間はかからないはずです。プレズベリィ教授以上に、ホームズは欧
州で名を知られています。そして彼自身も欧州の犯罪事情に精通していま
す。かの地でも独自の情報網を張っていたのです。ワトスンでさえ知って
いるのであれば当然、そしてワトスン以上に詳しく、科学者ロウェンスタ
インの名は、成分、製法ともに不明の怪しげな回春薬を非合法に売りさば
いていた犯罪者として、ホームズの情報目録に登録されていたのです。プ
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レズベリィ教授の怪しくも秘密めかした言動とロウェンスタインの怪しげ
な秘薬とのつながりは、ワトスンがベイカー街を訪れて事件に関わりはじ
める前にすでにつきとめられていたのです。
　9月6日以前にホームズがとっていた行動には、当時のハプスブルク帝
国へのホームズ本人の旅行も含まれます。プラハ在住の「狂気の科学者」
ロウェンスタインと接触し、何らかの取引をして、彼に薬品の送付を止め
させるために出向いていたのです。教授宛に発送される途中でドラークの
もとから入手したロウェンスタインの秘薬を「奥深い」（「緋色の習作」、
16）化学知識をもとに自ら成分分析をしていたホームズが、その薬効のな
さや副作用の危険性を当局に告発しないことを交換条件にして交渉したと
考えられます。このあたりの事情は、後にホームズ自身から聞くことがで
きます。rr彼に一筆書いて、あのような毒液を売りさばいているのは明ら
かに刑法上の違反行為だと言ってやれば、もう厄介なことは起こらないだ
ろう』」。しかし交渉成立以降も、秘薬は送られつづけていた。ロウェンス
タイン製造のではない、ホームズ自身が調合した偽の薬液がロウェンスタ
インの名のままで送られていたのです。その偽薬の第一便には、薬品の主
成分がある種の猿の血液からの抽出物であると明かす添え書きが同封され
たのです。後に教授の秘密の小箱から発見された手紙こそ、この添え書き
だったのです。血清がホームズの手になる偽薬に替えられていたとすれば、
プラハの科学者の署名入りのその文書もホームズの手による偽筆だったの
です。それはロウェンスタイン本人なら書きそうにはない文面です。かつ
て秘薬の製造に成功したと発表した際に、学界から追放されてまでも成分
の公表を拒みつづけた彼なら、私信のなかでとはいえ、その製法について
自ら明すなどとは考えられないからです。偽りの署名がされたその書面に
は、血清の危険性についてふれている一節があります。r私どもの実験か
ら明らかになりましたが、何らかの危険が伴わないでもないと一言申し上
げたく　［…］」。これはホームズから教授への警告だったのです。その危険
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を恐れて教授は使用をためらうかもしれない一そうすれば計画を中断し、
教授を不必要に追いつめるようなことはホームズもしないですんだのです。
しかし老教授はためらうことなく、疑うこともなく、偽の血清を服用しつ
づけたのです。
　　　　　　　　　　　　　　V
　猿の血清と偽って、実際には何が教授のもとに送り届けられていたのか。
それを注射した教授の反応一一時的に我を忘れ、言葉も失いながら、異
常なまでの運動能力を発揮して、奇矯な行動に走る一からみれば、ある
種の興奮剤と推測されます。中枢神経を刺激して一過性の高揚感をうなが
し、体力の増強を錯覚させる麻薬の一種が主成分と思われます。だとすれ
ば、猿を思わせる姿勢や行動を彼がとったのも、その薬物のもつ幻覚／錯
乱作用のためとなります。それに加えて、「四肢歩行し、樹上生活をする
習性の」哺乳動物の血液からの抽出物だと信じて服用した本人の自己暗示
の結果でもあったのです。幻覚、錯乱、自己暗示一これらの相乗作用に
惑わされて、教授は這うように歩いたのであって、字義通りに這ってなど
いなかったのです。目撃者ベネット本人が「両手、両膝をつけた四つんば
いではなく」と自らの証言を訂正しています（ロイの牙で重傷を負った教
授の脈をとったはずのワトスンも、怪我人が這っていたのなら土や草でつ
いたただろうその両手の汚れには何も言及していません）。
　ベラドンナや阿片などの催眠効果をもつ薬草についてならr精通してい
る」（『緋色の習作』、16）ホームズも、上のような覚醒効果をもつそれに
は詳しくなかったかもしれません。だとしても、化学と化学薬品について
の豊富な知識が偽の血清づくりを補ってくれたはずです。ベイカー街の自
室に備えた実験装置と薬品類を使って、教授へと送り届ける薬液を調合し
ていたホームズは、その作業そのものを楽しんでもいたはずです。「実験
器具を前に、やせた細長い背をかがめて数時問も黙って座ったまま、何と
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も異臭を放つものを合成して」（r踊る人形」、610）飽きない彼なのですか
ら（17）。とはいえ、教授に疑いを抱かせないためにも、急激な体調の変化な
ど起こさせないためにも、少しづつ成分を入れ替えていく配慮だけは必要
だった。けれど十分に時間をかけるほどの余裕はなかった。事件の早い決
着を図りたい彼からすれば、九日ごとに服用とのロウェンスタインの処方
では間があきすぎていたのです。かといって、その処方を急に変更すれば
相手に疑念を抱かせかねません。そこで、猿の血清と信じて教授がわが身
に注射していた薬液は、はじめからかなり大幅に別の成分に入れ替えられ
ていたのです。いきおい過度に成分比が変えられる場合もあった。それで
も幸いにも、異なる薬物がもたらす異なる効果を教授は疑うどころか、よ
うやく回春薬としての薬効があらわれてきたと誤解してくれたのです（そ
の一時的な効果もあって、教授は「『私の見知っているこの何年間で、今
ほど壮健だったことはない』」とベネットに映ったのかもしれません）。
　ではなぜそのような薬物が血清の代用物として使われたのか。栄養剤と
か強壮剤のような害にはならない偽薬ではなく、ロウェンスタインのそれ
よりも危険になりうる薬物が送られたのはなぜか。教授を〈這う男＞にす
るためにです。なぜ〈這う男＞にか。第一に、ホームズ言うところの
rr正道を踏みはずした』」しかしrr何の犯罪も起こってはいないので［・り・］
逮捕するわけにはいかないし、狂気が立証されたわけでもないから［…］
拘束するわけにもいかない』」教授へのホームズなりの制裁の意図がこめ
られていたのです。猿の血清を服用した教授をまさに猿にする一とはいっ
ても、本人の望むような若さと力の化身へと変身させるのではなく、野蛮
と好色の象徴たる獣に退行させ、屈辱を与えるという動機があったのです。
（17）　「有機化学の実験に取り組んで七週間を過ごし」（rグロリア・スコット号」、
　380）たり、「めずらしいことでは決してないが、研究に没頭して徹夜でレトルトや
　試験管をのぞきこんでいた」（「ぶな屋敷」、284）ホームズについてもワトスンは報
　告している。ホームズ自身、ライヘンバッハの滝から生還後の潜伏期間には「数か
　月も、コールタールの誘導体について研究していた」（r空き家の冒険」、569）とも
　述べている。
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しかし獣となっている間の当人には、恥辱を覚える尋常な意識など望むべ
くもありません。そこで〈這う男〉となり果てた、その恐ろしくも哀れな
姿を第三者のワトスンに目撃させ、記録に残させたのです。今回ワトスン
は、いつものように事件解決のための協力者、rその勇気に彼［ホームズ］
が何らかの信頼をおく相棒」として招かれたのではなかった。正式な目撃
証人および記録者として呼ばれたのです。正式なであって、正確な証言・
記録は求められてはいなかった。むしろホームズは、情欲と秘薬との相乗
作用で自分を失った初老の男の姿と行動を必要以上に忌まわしく描写する
ように友人を誘導しています。教授の手指が先祖返りしたように変形した
とワトスンに信じこませたのがその一例です。薬物の作用に加えて、本人
の自己暗示によっても一匹の猿になった教授は、ホームズからの暗示をう
けた語り手ワトスンのペンによっても、猿に退行させられたのです。教授
が庭で猿のように、あるいはr蛙のように這いつくばって」いたと書き留
めたのも、その光景をはじめて見る衝撃、暗い視界、現場からの距離、そ
して何よりも、ホームズから、ベネットから、何度も呪文のように聞かさ
れて先入観となっていた四肢歩行をする男という心象が見誤らせたからな
のです。
　そうとは知らずに協力させられたのがワトスンなら、ホームズの要請を
うけ、意図して教授を〈這う男〉に仕立てているのがベネットです（そう
させた動機についてはやはり後回しに）。事件の怪奇な面を数えあげなが
らも、その一つ一つが事実起こったことと確言する目撃証人の役割を引き
うけたのです。彼が目にした〈這う男〉の存在をワトスンに信じさせるた
めにも、証人としてのベネットの信頼性を友人の前で強調するホームズだっ
たのです。「『君は本当に称賛に値する証人だ』」。確かに彼は、真夜中に邸
の廊下を俳徊する教授を目撃してはいた。その様子を「這って」いたと一
度は証言した彼も、しかし、正確にいえば教授は両手を床についてまでは
いなかったと言い直しています。医師免許をもつベネットが、同じ医者で
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あるワトスンに強調しすぎた証言を聞かせるのを嫌った一瞬だったのです。
　依頼人や友人まで巻きこみ、さまざまに画策をめぐらせて、ホームズが
プレズベリィ教授を〈這う男＞として登場させたのは、精力回復を求めて
危険な秘薬に手を出した教授を告発するためばかりではなかった。より切
実な、もう一つの目的があったのです。事件のもう一つの真相に結びつく
目的が。事件の異様さをホームズがことさらに言いたてたのは、「『奇異な
ものや、日常生活の慣例や単調な決まり事を越えたものへの偏愛』」（「赤
毛組合」、29）からだけではなかった。事件の外観を飾りたてた奇怪な意
匠は、ワトスンにも知らせることのなかった、そして読者にも知らされて
いない、事件にひそむもう一つの真相をおおう目くらましでもあったので
す。
　　　　　　　　　　　　　　　VI
　事件が決着をみた後、自分の推理を披露するホームズは、若く美しい令
嬢との結婚を前にしたプレズベリィ教授の行動を「『正道を踏みはずした』」
と評しています。それほど強い表現に託されていたのは、若返りを望んだ
初老の学者の愚行への糾弾ばかりではなかったのです。今まで彼が扱って
きた事件のいくつか（rぶな屋敷」「花婿失踪事件」「まだらの紐」）であば
かれた父（あるいは義父）と娘との歪んだ関係一加害者としての父、被
害者となる娘一が、今回の事件ではさらに歪んだ形で隠れているとの指
摘もこめられていたのです。上にあげた三件とも、娘が相続するだろう財
産に事件を解く鍵はあります。今回の事例に限っては、鍵をかけて秘して
おくべき種類の性的事柄一自分の娘に向けられた父親の性的関心が核心
にあったのです。娘ほどにも齢の離れた令嬢との高名な大学教授の婚約、
そして突然の婚約解消はr大学を騒がせ、その余波がロンドンの学界にま
でおよんだ忌まわしい風説」を広げてしまいます。しかしホームズはあえ
て黙殺しておいた。そうするように関係者にも指示を出したまま、その後
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二十年も沈黙を守りとおしてきたのです。そうまでしたのも、世間に広まっ
た噂は、捜査するなかで探偵が行き当たった真相以上に「忌まわしい」も
のではなかったからです（r医師グライムズビィ・ロイロットの死をその
真相よりも忌まわしいものにしかねない噂が広がっている」（173）のを見
かねて、ストーク・モラーンで行われた犯罪をホームズが明るみに出した
のとは逆になります）。醜聞は避けられなかったとしても、利用すること
はできたのです。隠すべき真相の「不在証明」として利用されたのです。
　熱い求愛が実ってモーフィ嬢との結婚が近づくにつれて、その反対であっ
ていいはずなのに、教授の言動はなぜか荒れてきます。結婚に備えて彼が
ひそかに使用していたrr非常に毒性の強い劇薬』」の副作用とホームズは
説明しています。確かに覚醒剤系薬物の常習者を襲う禁断症状に似たもの
一薬物の効果が消えた後の、焦燥感や神経過敏を伴った反動一が教授
には「発作」となってあらわれたのかもしれません。と同時に、それとは
別の外的要因も、抑えきれない言動にまで教授を駆り立てていたのです。
自分自身の結婚と同時に、イーディスとトレヴァとの結婚も近づいてきて
いたのです。教授の怒りは誰に向けられていたか。一度ホームズとワトス
ンに対して爆発した以外は、娘の婚約者がいつも被害者ではなかったか。
ある日一と婚約者本人からの報告によれば一教授の部屋で捜し物をし
ていた彼が、教授が旅先からもち帰った小箱を何気なく取り上げると
rr［…］何とも驚いたことに、先生は大変な怒りようで、詮索好きな奴だ
などと酷い言葉で叱られました。こんなことは今までなかったことで、私
もかなり傷つきました。箱にふれたのは偶然にすぎないと言葉をつくして
釈明したのですが、その晩までずっとこちらを怖い目で監視してやめませ
んでした。その様子から、昼問の一件でまだ腹立ちがおさまらないのだと
わかりました』」。教授の激しくも執拗な怒りは、助手が箱にふれたことだ
けでなく、イーディスの婚約者である助手本人にも向けられていたのです。
娘を奪いさっていく若者への父親ならではの嫉妬心なり敵対心の現れにし
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ては、それはあまりに自制を欠いた反応です。「『こんなことは今までなかっ
た』」とベネットが言うように、今まで父親自身がどうにか自制してきた
娘への特異な感情が、形を変えて娘の婚約者に向かってあふれ出た一瞬だっ
たのです。モーフィ嬢へのプレズベリィ教授の熱い求婚は、やはりホーム
ズが評したように尋常なものではなかった。自分の娘と同じ年頃のアリス
ヘの求愛は、自分の娘イーディスヘの禁じられた欲動の代償行為だったの
です。事件の中心人物の一人であるはずなのに、アリス・モーフィ本人は
物語の表舞台には一度も登場していません。今回の事件全体から見ても、
プレズベリィ教授にとっても、彼女自身はそれほど（イーディスほど）重
要な存在ではなかったのです。
　深夜の窓に突然現れた人影を見知らぬ暴漢あるいは夜盗（だとするのが、
まず当然の反応だろうけれど）などとイーディスは思っていません。当夜
は月の明るい晩だったといいます。かえってそのために、輝く月の光を背
にした人影を暗い室内から見やれば、その顔は判然としなくなるはずです。
それでも瞬時に、疑いもせず、父親だと認めています。父親の不審な言動
から教授令嬢は自分を脅かすものを感じとっていたからです。第三者には
『父が父ではなくなってしまう』」と遠回しにしか表現できない恐れをです。
性的な危険を匂わせるにも、このごろは寝室に鍵をかけているという以上
には打ち明けられない不安をです。「『私どもはみな、さし迫る危険を予感
しております』」との訴えも主語を複数にした娩曲表現であり、誰でもな
い自分にこそ災いは近づいていると、予感どころか確信さえしていたので
す。思いもしなかった三階の窓に侵入者が現れたからではなく、父親の欲
情の標的になるという悪夢が現実になったからこそ、身震いがとまらない
彼女だったのです。rrもし窓が開けられていたら、気が狂ってしまったこ
とでしょう［…］朝方まで寒気がして、横になって震えているばかりでし
た』」。気が狂うとまでの表現には、自分がおちいった状況の口に出すのも
はばかれるほどの異様さがこめられていたのです。気の狂うような状況の
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なかでも、しかし自分は正気を保っていた、寝室への父親の侵入行為は自
分だけの思いすごしではない、rr神経過敏な女の妄想』」（「まだらの紐」、
176）ではないと（義理のとはいえ同じように父への疑念と恐怖にさいな
まれるヘレン・ストーナーと声をそろえて）イーディスは探偵に訴えてい
ます。異常な事態であろうと、窓から寝室へ押し入ろうとしたのは父親に
他ならないのであってrr幻では決してありませんでした、ホームズさま。
どうか幻などとおとりにならないでください』」。
　イーディスは隠れたもう一人の依頼人だったのです。ベネットの依頼内
容とは別の、ベネットにも（婚約者であれば、なおさら）相談できない、
すがるべき探偵にさえ明言を避けざるをえない不安にかられていたのです。
彼女の苦境を、それでもホームズは察知したのです。奇異なるものへの生
来の嗜好から当て推量をしたのではなく、数多くの事件捜査で積んできた
実体験がもたらした人生観一rr人生とは、人間の頭脳が考え出せる何
ものにもまして、限りなく奇妙なものだ』」（r花婿失踪事件」、55）一に
よって確信したのです。その確信を彼もまた自分の胸の内に収めなければ
ならなかったけれど。rr私の名はシャーロック・ホームズ。他の人が知ら
ないことを知るのが仕事だ』」（r青い紅石」、167）。と同時に、場合によっ
ては、その知りえた事実を秘しておく業務上の責務も負わなければなりま
せん。事件の真相はつきとめられた。それでも「諮問探偵」として、「中
産階級の価値体系の擁護者」（18）として、令名高い大学教授に巣くった人道
にもとる性的欲動を明かるみに出すなどできなかったのです。イーディス
が固く口を閉ざしていたことを自分から暴けるわけもなかったのです。
　うら若い女性へ燃やす初老の男性の恋慕の情それ自体は特にめずらしい
ことでも、蔑むべきことでもありません。恋とは、およそ理屈の及ぶとこ
ろではなく、若者たちの専有物でもないはずです。それが分からないホー
（18）Bloo面oαηdsofH乙a祀瓦165，
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ムズではなかった。六十歳をこえた大学教授が見せる若者のような、分別
を欠いた求愛行動をrr常軌を逸しているし、いささか乱暴で、不自然で
もある』」と断じたのは、「嘲りや冷笑なしでは恋愛感情なるものを語れな
かった」（「ボヘミアの醜聞」、3）この探偵の無理解、非寛容が言わせた
言葉ではなかったのです。父親が娘に抱いてしまった禁断の欲望をほのめ
かす精一杯の娩曲表現だったのです。それ以上の言及は許されなかったの
です。それでも、少なくとも暗示することはできる一と判断したホーム
ズは、真夜中に自邸の壁をよじ登って娘の寝室を覗きこみ、窓を開けてな
かへ入ろうとまでする父親の行動をワトスンに目撃させ、記録に残させ、
発表させたのです。語るのに「慎重さと配慮を守らなければならない」は
ずの事件の記録のなかに、慎重さを欠き、配慮を無視してまで、禁じられ
た性行動をあからさまに連想させる情景を残しておいたのです。その連想
をすぐにも否定するためにです。教授に忌まわしい行為をさせておいて、
読者に忌まわしい暗示を与えておいて、しかしそこには忌まわしい動機は
なかったと注釈を加えるのが、ホームズがたてた計画の最終目的だったの
です。rr壁をよじ上ることは、獣［となった教授］にはとても楽しいこと
だった。であれば、そうやって気晴らしをしているうちに、若い女性の部
屋の窓辺にまでやってきたのはたんなる偶然だったと考えられる』」。教授
に不名誉を与える、と同時に最低限度には彼の名誉を守る。事件の真相を
かいま見せる、と同時に、周囲の者たちに配慮してできるかぎり真相を隠
す。このような相容れない二つのことを同時に行う方策としての計画が練
られ、実行されたのです。
　明白な事実は明白であるからこそ見えてこないという逆説、隠したいも
のは人目につくところに置いておくのが一番という「盗まれた手紙」の原
理をここでホームズは応用しています。彼が調合し、ロウェンスタインの
それと入れ替えた薬液は（若妻との新婚生活のために服用したはずの）教
授の抑圧されていた性衝動を解禁してしまった、娘の寝室に向かわせてし
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まった。しかしそれも計算ずみのこと、計画の一部だったのです。恥ずべ
きことに、確かに教授は自分の娘が眠る三階の窓辺まで登っていった、窓
を開けようとまでした。しかしそこには特別な動機などなく、猿の血清を
摂取した果てに猿となった彼の行動の偶然の結果でしかなかった。猿であ
るのなら、木に登るのは不自然なことではなく、登りつめたそこが娘の寝
室であったのは偶然にすぎなかった一このように表向きには結論づける
ために〈這う男〉とその物語はつくり上げられてきたのです。実際には偶
然などではなく、薬物と自己暗示によって木に登らせ、壁を這い上るよう
にホームズの方から仕向けたのです。そのためにこそ、自分が服用してい
る薬液の主成分が、樹上生活を営む猿類の生き血であると教授に知らせて
おく必要があったのです。同じ情報を探偵は自らの推理として公開し、教
授の奇行は禁忌を犯す欲望に身をまかせた父親のそれではなく、秘薬の作
用で心神喪失状態となった猿男の行動だと当事者以外にも映るように図っ
たのです。こうして、プレズベリィ教授を壁に這い上らせた動機の真相は
読者に伏せられたのです。
　r這う男」は、他のいくつかのホームズの冒険謹にも似て、窮地に追い
つめられた乙女の救出劇にもなります。ただそのために探偵が（そして彼
の指示をうけてその乙女が）とった行動は、ワトスンがつづる事件の記録
からは表立って見えてきません。唯一無二の友人にさえ口外できない秘密
にかかわる行動だったからです（19）。9月6日、婚約者の後を追ってロンド
ンまで出かけてきたイーディスが父のもとには戻らず、首都に滞在しつづ
けたことをワトスンは記してはいません。そのように手配したとはホーム
ズから知らされていなかったのです。その日曜日、イーディスが自宅を出
てきたのは、昨夜の恐ろしい体験を報告するため以上に、父親と二人きり
で残されるのを嫌ったためです。その彼女をホームズはロンドンのどこか
（19）　ワトスンが「唯一の無二の友人」であると認めるホームズ自身の発言は「オレン
　ジの種五っ」、104にある。
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安全な場所にしばらく落ち着かせたのです（ホームズたちが訪れた翌日の
プレズベリィ邸に彼女の姿は見えません）。その後、一度は彼女を自宅に
戻らせ、9月15日の日も暮れるころ、父親に気づかれずに再び邸を抜け出
るようにと伝えていたのです。加減が悪いなどの口実で夕食もとらず早々
と寝室に引きさがり、そこに引きこもったままと父親には思わせて、ひそ
かに邸を離れるようにとの指示にイーディスは従ったです（当夜のワトス
ンの観察記録にも彼女は登場していません）。その夜は九日ごとに教授が
例の薬液（すでにこの時点では、ホームズの手になる偽薬）を服用する当
日、そしてその結果「最悪の状況を迎えるだろう」夜にあたっていたから
です。もう一度壁をよじ登り、今度こそ窓を開け、開かなければ窓ガラス
をたたき割ってまで、イーディスの寝室に侵入する恐れがあった一とい
うよりも、それを見越して、その現場を目撃させるために、事件の記録者
ワトスンを引き連れてホームズは深夜の見張り番に立ったのです。自ら着々
と準備を重ねてきた瞬間を迎えようとしていたのです。けれどそのために
イーディスを身の危険にさらすわけにはいかない、一匹の猿と化した父親
の醜態を見せることも避けたい。そこで彼女をその場から遠ざけておくよ
う配慮されたのです。
　　　　　　　　　　　　　　　VII
　なぜ飼い犬は飼い主に襲いかかったのか。獣の体臭など発してはいない
飼い主になぜ吠えたてたのか。ホームズからワトスンが聞かされた、三度
にわたる主人へのロイの攻撃行動はホームズの発案による作り事だった。
だとしても、9月20日の深夜、教授に激しく吠えるロイをワトスンは確か
に目撃しているのです。そのとき教授が「あの手この手の残酷さを発揮し
て」ロイを執拗に挑発したためもあります。それ以前に、飼い主ではなかっ
たからこそ、ロイは教授に牙を向けたのです。ワトスンがロイを見るのは、
事件の最後の夜がはじめてです。以前に教授邸を訪れたときには、すでに
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馬小屋につながれていたためか、ロイと呼ばれる飼い犬を目にする機会は
なかったのです。であれば、依頼人から聞いていたままに主人に吠えたて
る一頭のウルフハウンドを目の前にすれば、それが教授のかつての「忠実
なウルフハウンド」ではないのではと疑う理由などありません。しかしロ
イは教授の愛犬ではなかった。教授邸に番犬がいなかったわけではなく、
少なくとも一頭の大型犬が飼われていた。ロイがつけていた「もっと首周
りの太いニューファンドランド犬用の」首輪は本来その犬に使われていた
のです。飼い主に牙をむくほどではなかったとしても、教授が飼っていた
ニューファンドランド犬が奇妙な行動をとることは確かにあった。人間よ
りもはるかに鋭い嗅覚が飼い主のいつにない体臭に反応したのです。ただ、
その鼻腔を刺激したのは獣の臭いなどではなく、教授が服用していた、猿
の血清と称するロウェンスタイン製の薬液の匂い成分が呼気や汗に溶けこ
んで発散された臭気だったのです。その匂いを嫌った飼い犬は、吠えたて
まではしなかったとしても、主人を遠ざけるようになった一と耳にした
ホームズは、今回の計画のための脚本の導入部の着想を得たのです。
〈主人を避ける犬〉を〈主人に牙をむく犬＞にまで誇張したのです。かつ
ての愛犬が主人を攻撃目標にする場面を演出するために、ホームズの指示
で（ただ一人の協力者ベネットがそれをうけて）ニューファンドランド犬
はどこかへ移され、その代わりに、同じように大型の猟犬であるウルフハ
ウンド種のロイが連れてこられたのです。今回ホームズがたてた計画の成
否は、二度のひそかな交換作業の成否にかかっていたのです。ロウェンス
タインの血清とホームズ特製の偽の血清との交換と、次には二頭の大型犬
の交換が功を奏するかどうかにです。
　二頭の犬が取り替えられたのは、異様な事件の発端に（そして結末にも）
ふさわしい、飼い犬が主人を襲うという異様な状況をつくりだすためばか
りではなかった。飼い犬も牙をむくほどの怪物に飼い主がなりはてたこと
を証明するためでもあったのです。そのためにも、ロイというもの言わぬ、
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しかし有力な証人が用意されたのです。さらには、もう一つの動機、まさ
に教授を襲わせるためにという動機もあったのではないか。一匹の獣にな
りさがった者には、人間の法が下す裁きではなく、獣の牙による報いこそ
ふさわしいという非情な意図もあったのではないか。今回の事件での最後
の夜が「最悪の状況になる」と予測できたのなら、なぜホームズは、万一
のことを考えてロイを教授から遠く離しておくように言い渡しておかなかっ
たのか。厩舎などにつなぎ留めておくのではなく、屋敷の敷地内から外へ
連れ出しておくべきだったのではないか。厩舎につないでおくとしても、
はずれやすい大きめの首輪など使うべきではなかったのではないか。厩舎
の扉はしっかりと施錠しておくべきではなかったのか。不注意がすぎるで
はないか。
　ロイが教授に飛びかかっていなかったなら（飛びかかったとしても、相
手に深手を負わせる前にとり押さえられていたのなら）事件はどのような
終わり方をしただろうか。他にどのような妥当な終わり方があっただろう
か。その財産をねらって義理の娘を手にかけたrまだらの紐」の医師ロイ
ロットは、次にはその妹までもと企みます。しかし謀殺の凶器として飼育、
訓練していた蛇の毒牙を自らにうけて絶命する結末を迎えます。この予期
せぬ展開についてのホームズの見解は、今回の事件の結語としても使える
のではないか。「rおそらく、これが結局は最善なのだろう』」（198）。「高
名な依頼人」の最後近くでは、犯罪者貴族グルーナー男爵の美貌を誇る顔
面に、彼の色欲の犠牲者の一人キティー・ウィンターが濃硫酸を浴びせか
けます。皮膚と目が焼けただれる痛みに叫びつづけ、床を転げまわる男爵。
その様子をワトスンから聞かされて探偵が返すのも〈這う男〉の末路をし
めくくるのに使える一言ではないか。「因果応報だ」（1115）。
　上の二件は、前者が、図らずもホームズ自らが司直の手によらない報復
行為を行った、そして後者は、私的報復が実行されるのをホームズが黙認
した事例にもなります。通風孔をつたってヘレン・ストーナーの寝室に忍
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びこんだ毒蛇は、待ちかまえていた探偵のマッチの火で脅かされ、杖で打
ちすえられ、もと来た部屋へ、犯人の喉元へと這い戻ります。その最期を
見届けたホームズの次のような確言で物語の幕は降ります。「『確かに私は
間接的にはグライムズベリィ・ロイロット医師の死に責任を負うことにな
ろうが、それが良心の呵責となって大いに悩むことなどありえない』」
（201）。その配下の者からうけた怪我をおしてまで、ホームズがグルーナー
男爵邸に出かけたのは、彼の犯罪を立証する唯一の物的証拠一自分が不
幸に陥れた女性たちの記録を自らしたためた覚書一を奪いとるためだっ
たのです。キティを伴って行ったのは、彼女がその隠し場所を覚えていた
からです。その際、彼女が何を隠しもっていたかまでは気づかなかったと
後に探偵は述べています。けれど、男爵邸の庭へと開く窓の外にホームズ
が姿を見せたのは、邸の主人をそこへおびき寄せるためだったのではない
か。その場で劇薬を手に待ちかまえるキティ・ウィンターに復讐を果たす
機会を与える手だてではなかったか。「『われわれが破壊しなければならな
いのは彼の倫理的側面であって、その肉体ではない』」（1116）とは表向き
のことで、更生など期待できない凶悪犯グルーナー男爵が重ねてきた犯罪
歴を考慮すれば、被害者自らが加害者に直接下す報復も、遺憾ながら容認
するしかないとの判断があったのではないか。
　プレズベリィ教授は、しかし、上の二人ほどの重罪人ではありません。
刑事事件を起こしたわけでもありません。抑えきれない性衝動に踊らされ
た初老の学者にすぎません。その制裁として大型の猟犬に襲われ、一時は
命が危ぶまれるほどの重傷を負わせられるのは残酷にすぎる報いではない
か。r破壊しなければならないのは彼の倫理的側面」とは、プレズベリィ
教授の事例にこそ適用される裁定ではないのか。猟犬の牙は教授の頸部深
くに達します。傷口からの激しい出血は失血死、でなければ失血性ショッ
ク死を招いたかもしれません。命は助かったとしても、傷をうけた部位か
らみて、声を失う恐れもあります。頸部の神経系に損傷をうけていれば重
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度の後遺症（運動障害や精神障害）が残る確率も高いはずです。「ぶな屋
敷」の最後で、飢えきっていたマスチフ犬にやはり喉元目がけてくらいつ
かれたジェフロ・ルカースルがそうなったように。「ルカースル氏は命だ
けはとりとめたものの、まったくの廃人となり、献身的な妻の介護でよう
やく生き長らえていた」（302）。ルカースル氏とはちがって、病床のプレ
ズベリィ教授には世話を見てくれる「献身的な妻」などいません。かつて
は「献身的であった」娘なら確かにいます。しかし自らの奇行で明らかに
なった父親の二重の秘事一怪しげな回春薬の服用、自分の娘への情欲
一を知った後では、今までのような深い愛情で彼女が父親に接するなど
できるだろうか。あまりに高い代償を要求して、娘への父親の異常接近を
阻むためのホームズの画策は目的をとげたのです。
　教授が瀕死の重傷を負うという形での事件の決着を、しかし、ホームズ
の計画は想定していなかったのです。ロイに教授を襲わせるのが当初から
の目論見だったとしても、一瞬の恐怖を味あわせれば制裁としては事足り
たのです。そのためにも、教授に飛びかかったならすぐにもロイを制止さ
せるようにと、厩舎近くにベネットを配しておいたのです。ホームズほど
「筋力の強い者はまずいない」（「黄色い顔」、334）とのワトスンの断言を
本人自ら、グライムズベリィ・ロイロットがねじ曲げた火かき棒を延ばし
直して証明して見せてはいても、一度人間に襲いかかった大型の猟犬を引
き離すのは力まかせでできることではありません。教授の首に牙をたてて
離そうともしなかった大型犬も「ベネットが現れ、声をかけると、すぐに
も正気に戻った」とワトスンは報告しています（彼の命令には忠実で、彼
から「よくなついた、情の深い犬」と紹介されているロイは、ベネットの
愛犬だったと推測できます）。興奮した犬を即座に静められるのがベネッ
トしかいないのであれば、ロイを教授から引き離す頃あいを測るのも、一
人ベネットの判断にかかっていたのです。しかし彼の足は、教授を救いに
駆け出すのに一瞬一あるいはもう少し長く一ためらったのです。ホー
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ムズの指示とは別の、彼個人の事情が出遅れさせたのです。
　ベネットがホームズの計画に加わるのに承知したのには、探偵のそれと
は別の、彼なりの動機もあったのです。モーフィ教授から勧めるられるま
でもなく、トレヴァ・ベネットは自らホームズのもとを訪れていたかもし
れません。ただし、義理の父となる恩師の不審な行動をではなく、その行
動のために暗い影が落ちはじめた自分自身の将来を心配してです。ワトス
ン記すところによれば、プレズベリィ嬢は「快活で、端正な顔立ちの、絵
に描いたような英国女性であった」。だからこそベネットは求婚したので
す。恋人の父親の高名な学者としての地位、そして「見たところ、あらゆ
る快適さ、そればかりか贅沢さにも囲まれて暮らしている」財産家でもあ
る彼が遺すだろう資産を計算に入れてではなかったのです。教授にもその
誠意が見てとれたのか、秘書として郵便物の管理（開封し、内容を確認し、
仕分ける）を託すほどに信頼をよせています。と同時に、研究助手として
も、一人娘の婚約者としても、教授はベネットに、ホームズの言葉を借り
ればrr忠実さと献身を要求する十分な権利があった』」。義父となる人物
が、その年齢と地位にふさわしい温厚な紳士であれば、その要求も当然の
義務として、あるいは大いに喜んで、花婿が受け入れて問題はなかったは
ずです。しかしそうではなかった。モーフィ嬢に対してはr若者のような
激しい情熱」となってほとばしった気性の激しさは、敵対者（例えばホー
ムズ）とその妨害にあえば、腕力に訴えるのもためらわらなくなります。
「『私が教授の息子か弟だったとしても、これほどまでに全幅の信頼をえる
ことはできなかったでしょう』」とまで言いきっていたベネット。その彼
でさえ、あの秘密の箱の一件では、敵側の一人ともみなされてしまうほど
です。婚約者の父親でなかったなら、たとえ名高い学者ではあっても、そ
のような人物の助手兼秘書役を務めつづけるのはためらわれて（教授の奇
行の原因を知らされる以前は特に）当然です。さらに未来の義父は「『こ
れほど健康だったことは今までありませんでした［…］私の見知っている
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この何年間で、今ほど壮健だったことはないのです』」。壮健なうえになお
若い妻を得て、王座に君臨する意欲を新たにする暴君のただ一人の従者を
これからもつづけなければならないのか。その窮状を彼は、教授の不可解
な言動に思い悩む助手の嘆きを借りて訴えています。rrどうしていいもの
か、すっかり途方に暮れています。よくわかりませんが、このまま破滅に
向かって流されていくような気がするのです』」。rこのまま破滅に向かっ
て流されていく」のは教授ではなく、ベネット自身を指しているとも読め
るのです。そのように悩み、寝つけないでいたからこそ、ベネットは真夜
中の怪しい足音に気づき、邸内を俳徊する教授を目撃することになったの
です。
　このようなベネットであってみれば、教授を糾弾するのに容赦のないホー
ムズの計画を承諾し、自らもその実行に手を貸すにあたって、それほどの
迷いはなかったのです。その計画の仕上げとして、猟犬に教授を襲わせる
という発案をも、それほどのためらいもなく了解したのです。そしてホー
ムズの指示をうけ、ロイが襲いかかるのと同時に教授救出に駆けつけるべ
く身構えていたのです。彼がホームズの計画に手を貸したのは、教授の横
暴を止めさせるためにであって、教授の身体までも傷つける意図など（ホー
ムズと同じく）あるはずもなかった。だとしても、日ごろから理不尽なま
でに権威を振り回す教授の下で積み重なっていった不満と不安、懸念と疑
念が教授救出にすぐにも走らせなかったのです。ホームズもそこまでは予
想してはいなかったけれど、飼い主に襲いかかる飼い犬という役柄をベネッ
ト自身が演じてしまったのです。別の文脈でベネットがもらした発言が、
恩師への背信行為への弁明にも聞こえてきます。その差出人を知ろうと教
授宛ての封書の表書きを写しとったときの弁解がそれです。「『信頼された
秘書としては恥ずべき所業ですが、他にどんなことができたでしょうか』」。ロ
イに襲われた教授のもとに駆けつけるのにベネットが遅れたのはなぜか、
とホームズも不審に思うところがあったのです。しかし、美しくも聡明な
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女性との結婚を控えた将来ある青年と、欲望に駆られて若い女性に求愛し
た老人とでは、前者に有利に事は進められて当然だったのです。ベネット
をホームズはrrこの素晴らしい青年』」と呼んでいます。r背の高い、整っ
た顔立ちの三十前後の青年であり、きちんとした身なりで、品にあふれて
いたが、その立居振る舞いには、世慣れたひとかどの人物の落ち着きより
むしろ、学生らしさの残る含差が見てとれた」とワトスンは描写していま
す。今回の事件を「『内密の話にとどめておく』」ように主張したのには、
このようなベネットヘの配慮もあったからなのです。
　後年、以上のことをホームズがワトスンに打ち明ける日がやって来ます。
事件が解決をみても何か釈然としないものを抱いていた後者が、前者に請
われて過去の記録をまとめるのを好機に問いただしたからです。友人の疑
問に応じて、探偵は真相を明かしたのです。しかし、ホームズが危篤状態
を装ったとき（「瀕死の探偵」）でも、モリアーティ教授とともにライヘン
バッハの滝底に沈んで絶命したと思わせる偽装工作を施したとき（r空き
家の怪」）にもそうであったように、自分を騙し、その後も騙しつづけて
きた相手を責める気持ちはワトスンには強くなかったはずです。探偵が当
時の事情を釈明し、謝罪し、r現実に立脚した」友人の見識にあらためて
賛意と敬意を表したからだけではありません（20）。自ら宣言しているように、
何よりも「『君［ホームズ］に力を貸すのは僕の最大の喜びで、かつ特権
である』」（「悪魔の足」、1060）からです。今回もホームズの意図をくみ、
彼との友情の証としても、その計画など何も知らない傍観者＝語り手に徹
して、r這う男」と題された事件の記録をつづったのです。事件当時から
傍観者にとどまっていた自分の覚書に書き改める部分はほとんどなかった
（20）　「ホームズがワトスンに対して著しく無礼な振る舞いに及べば、必ずやその償い
　をしなければならなくなるという［…］因果応報の原則」については次を参照のこ
　と。Owen　Dudley　Edwards，“lntroduction”tO　Arthur　Conan　Doyle，Hお五∂s‘
　Bow（OxfOrd：The　Oxford　Sherlock　Holmes，1993）．xvL
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けれど、若干の修正を施す必要のある箇所がいくつかあった。そのうちの
一つ、それも計画の核心に重なる最も重要な箇所が、真夜中に娘の寝室の
窓へと邸の壁づたいに上るプレズベリィ教授の描写だったのです。「何か
目標があるわけではなく、ただそうやって己が力を試しては喜んでいるよ
うだった」と現在の記録にはあります。これはワトスンが実際に目撃した
情景ではなかったのです。二十年も経た今もワトスンに鮮明に思い浮かぶ
残像とは、どこへでもない、まさにイーディスの寝室の窓目指して木を登
り、壁を這い上っていく教授の猿と化した後ろ姿であり、そこにたどりつ
き、窓を開け、なかに侵入した、しかしそこに誰もいなかったために怒り
狂って窓の外につき出された猿男の顔でもあったのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本学法学部教授）
